
令和３年１０月提供分以降 共同生活援助サービスコードについて  
※本案内は川崎市内に所在地がある事業所のみ対象となります。県内市外事業所の方は別に掲載してい

る資料を参照してください。 
○ 令和３年１０月提供分からの共同生活援助市単独加算に係るサービスコードです。  
○ 令和３年１０月提供分以降の請求については、本コードを御使用ください。令和３年１０月提供分以

前の請求については旧コードを御使用ください。 
 
＜共通事項＞ 
・ 事業区分：３ 
・ 給 付 率：１００ 
 
＜世話人体制確保加算（月額）＞ 
・ 利用者の障害支援区分に応じ、該当するコードを選択してください。区分１又は非該当の利用者につ

いては、さらに人員配置区分によりⅠ又はⅡを選択してください。 
・ 長期入院等で本体報酬が無い場合は、 330940～330946 の（本体利用なし）（本体無）のコードを御

使用ください。 
・ 入退居月については日割り（当該月の日数で割る）してください。小数点以下は切捨て。 
＜初期加算（月額、日割り額）＞ 
・ 新規開設、増設から１年間が算定可能期間です。途中で入居者が入れ替わった場合でも、期間満了日

までは算定可能です。 
・ 入退居等で日割りが必要な場合は、 330951 を使用し、回数を当該月の利用日数としてください。 
＜夜間支援加算（日額）＞ 
・ 夜勤、宿直いずれも対象です。 
＜土日等日中支援加算（日額）＞ 
・ 外出サービス（行動援護、移動支援等）等の公的サービスを利用した日については算定できません。 
・ グループホームでのイベント等で外出したときは算定できません。 
＜行動障害加算、重複障害加算、重度障害加算（日額）＞ 
・ 支給決定が必要な加算です。 
・ 外泊日等は算定できません。 
・ 重複障害加算及び重度障害加算は、居宅介護等を利用した日については減算コードを使用してくださ

い。 
＜家賃助成加算（月額、日割り額）＞ 
・ 支給決定が必要な加算です。給付された金額だけ利用者に請求する家賃額から控除してください。 
・ 入退居等で日割りが必要な場合は、 330997 を使用してください。 
・ 家賃額が 27,000 円を下回る場合も、 330997 を使用してください。 

※家賃助成加算は、利用者の家賃を助成する加算であり、掛かった費用について 27,000 円を上限として給

付するものです（日割りが発生する月も同様です）。そのため、日割りの計算など、費用額の算定は貴法

人と利用者との間で締結している契約書に定めた計算方法に基づき、算定してください。 



＜地域移行加算Ⅰ＞ 
・障害者支援施設や刑務所等に入所、または精神科病院等に１年以上入院していた方で退所、出所また

は退院後６か月以内の期間について、支援を行った場合に算定できる加算です。 
・月途中で退所等し、日割りが必要な場合は、330956 を使用してください。 
＜地域移行加算Ⅱ＞ 
・入所者が退所する際に地域移行支援を行い、地域生活に至った場合に、入居者一人に対して算定でき

る加算です。 
・一人の利用者に対して、再度の加算の算定はできません。 
・退所後に、他の社会福祉施設等に入所、医療機関へ入院した場合は算定できません。 
＜サポートプラン作成支援費＞ 
・利用（予定）者のサポートプラン作成にかかる支援を行った場合に算定できる加算です。 
・月の初日に作成支援を行った場合は当月に算定し、初日以外に作成した場合は翌月に算定してくださ

い。 
・同一の利用者に対して、同月に複数回サポートプランを作成した場合でも、ひと月に１回しか算定で

きません。 
※体験利用の場合は全ての市単独加算が対象外です。 




